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A3:雷保護設備　東・南立面図
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保護レベルに応じた受雷部の配置

回転球体法及びメッシュ法だけを適用する。

レベル
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メッシュ法

ＪＩＳ　Ａ　４２０１－２００３準拠

備考１．　Ｒは、回転球体法の球体半径。

　　２．　ｈは、地表面から受雷部の上端までの高さとする。ただし、陸屋根の部分においては、ｈを陸

　　　　　屋根から受雷部の上端までの高さとすることができる。

接続金物Ｘ

導線取付金物　１－貼付型　２－ルーバー用　３－床用　　４－鉄骨用　５－Ｎラック付　６－コンクリート用

２－水切端子　パラペット用　片側端子（内側：アルミ製、外側：黄銅製）

１－ラウンドコネクタ（アルミ製）

鉄筋用クランプ

接続用端子箱　露出型　ＳＵＳ製

２端子付　ＴＢ－ＳＳ１

接地銅板　１．５ｔ×６００×６００

３－水切端子（接地用）

Ｓ

Ｒ

Ｐ

Ｑ

Ｎ

２．０×１３銅線（ＰＦ２８保護管）

２．０×２５（アルミ線）

取付ピッチ　水平＠６００　　　　垂直＠１０００

Ｋ

Ｉ

受雷部（１－階段手摺利用　２－タラップ利用　３－ヘリポート手摺利用　４－アルミデッキ利用　５ー風向指示計・風速計支柱利用）

雷保護設備凡例

番号

Ｄ

記号 名称

＊１ヶ所に２個使用

＊１ヶ所に２枚埋設

４－接続端子（内側：アルミ製、外側：黄銅製）

５－タラップ用接続端子

６－手摺間接続金物

７－手摺用接続端子（アルミ製）

中継用端子箱　露出型　ＳＵＳ製

２端子付　ＴＢ－ＳＳ１

Ｍ

保護管取付金物　コンクリート用

受雷部システムにおける金属板又は金属管の最小厚さ

備考１．　金属板が雷電流によって穴があいてはならない構造のもの又は高温にさらされては

　　　　　ならないものである場合、その厚さはｔの値を適用する。

　　２．　金属板が雷電流によって穴があいても差し支えない構造のもの又は金属板の下部に

　　　　　着火する可燃物がない場合、その厚さはｔ’の値を適用する。

アルミニウム

銅

～

保護レベル

Ｉ 鉄

材料

Ｉ

７

５ ０．５

１

厚さ　ｔ’（ｍｍ）厚さ　ｔ（ｍｍ）

４ ０．５

免震層上部に接続

免震層上部に取付け Ｑ

Ｉ免震可動分の余長をとる

Ｒ免震層下部に取付け
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＊移動式粉末消火設備
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＊境界灯付着陸区域照明灯
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ルーバー間回転球体

燃料小出槽 通気口

燃料小出槽 通気口
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　２）防災監視盤の表示内訳は下記の通り。

今　回　合　計　

ＳＰ  ＝ スプリンクラー

Ｌ ＡＤ１６９

排煙口

排煙機起動

排煙機運転

排煙機故障

ＳＰ放出

自動試験機能付感知器

アドレッサブル発信機

ａ）火災受信盤

Ｌ

Ｌ３

３Ｌ

３Ｌ

３７

ＡＤ

ＡＤ１

Ｌ

６Ｌ

７５Ｌ

２７

ＡＤ４

ＡＤ

ＡＤ

７５

２７

内  容 アドレス回  線

オートドア制御盤

エレベーター制御盤 ４Ｌ

１５Ｌ

Ｐ型自動試験機能付感知器 ＡＤＬ５０ １４

ＡＤ２

ＡＤ７

伝送線短絡部切離用中継器 １０Ｌ ＡＤ７

直流電源装置電源断 ２Ｌ ＡＤ２

ダクト消火 Ｌ２

：１回線／１アドレス

：４回線／１アドレス

：２回線／１アドレス

：１回線／１アドレス

　３）中継器１個あたりの仕様は下記の通り。

・防排煙用中継器（遠隔復帰付）

・アドレッサブル発信機

・監視用中継器

・自動試験機能付感知器

・移報用中継器（アダプタ４個組込） ：４回線／１アドレス

：４回線／１アドレス

・火報用中継器 （Ｐ型自動試験機能付感知器用）

・伝送線短絡部切離用中継器 ：２回線／１アドレス

設備全体に波及しないよう切り離しを行うものとする。

（ショートサーキットアイソレータ）を設け、主信号線及び制御線短絡時に

　４）中継器盤内には、階ごとかつ一定エリアごとに短絡部切離用中継器

　５）表示盤仕様は下記の通り。

・主電源　　　　　　－ＧＣ１００Ｖ

・予備電源　　　　　－ＤＣ２４Ｖ　０．４５ＡＨ

・表示・操作　　　　－４．３型カラー液晶（タッチパネル操作）

・警報　　　　　　　－音声警報

・回線　　　　　　　－受信機全表示又は一部表示（諸表示部除く）

・形状　　　　　　　－壁掛型

・通話　　　　　　　－防災監視盤からの呼出し機能付（送受話器にて通話） 

・最大接続数　　　　－３９台（レピータ機能実装）　

防災監視盤から非常放送設備に対し、階別火災信号・竪穴区画火災信号及び火災確認信号を移報する。

　６）自動火災報知設備及びスプリンクラーの地区警報は非常放送設備（音声警報）によるものとし、

　７）防災監視盤より下記の設備盤へ移報を行う。（現地にて無電圧・有電圧の確認をすること）

※指定がある場合を除き、火災受信盤から上記設備への移報停止が行えるものとする。

火災一括信号

火災一括信号

信号種別

火災一括信号

火災一括信号

オートドア制御盤

エレベーター制御盤

設備盤名称

入退出管理制御盤

火災通報装置

中央監視盤

１

１ ４

中継器盤

中継器盤

点  数

１

１

１

１

１

台　数

信号変換部

信号変換部

経    由

信号変換部

階別火災信号等非常放送アンプ １２ １ 信号変換部

階別火災信号 ９

１５

ＳＰポンプ運転

ＳＰ呼水槽減水

ＳＰポンプ故障

Ｌ１

Ｌ

Ｌ

１

１

ＳＰ補助加圧ポンプ故障 Ｌ１

２

記　　号

凡　例

名 称 記 事

特記参照防　災　監　視　盤

中　継　器　盤 端子付

表　示　盤 Ｒ型副表示

ＤＣ２４Ｖ　３Ａ　蓄電池容量　１．６５ＡＨ直　流　電　源　装　置 防排煙用

消火設備に収納する取付加工は衛生工事とする
発　信　機

Ｐ型１級（アドレッサブル方式）　　　　　　フラット型表示灯付

機　器　収　容　箱 露出型　防滴型　縦型　防水シーリング材充填 収容

発　信　機 Ｐ型１級（アドレッサブル方式）　屋外型　　フラット型表示灯付

防滴型　ヘリポート直近に設置　機　器　収　容　箱 収容

インターホン親機消防隊専用通話装置

光電式スポット型感知器 特記参照

光電式スポット型感知器 防塵パッキン付 特記参照

光電式スポット型感知器 ２種 Ｐ型自動試験機能付

光電式スポット型感知器 ２種　側面点検ＢＯＸ付 Ｐ型自動試験機能付

差動式スポット型感知器 ２種 Ｐ型自動試験機能付

２種　防水型差動式スポット型感知器 Ｐ型自動試験機能付

定温式スポット型感知器 特種　６０℃ Ｐ型自動試験機能付

定温式スポット型感知器 特種　６０℃　防水型 Ｐ型自動試験機能付

定温式スポット型感知器 １種　７０℃　防水型 Ｐ型自動試験機能付

１種　９０℃定温式スポット型感知器

１種　７０℃　耐腐食型定温式スポット型感知器

終　端　設　定 Ｐ型自動試験機能付感知器用

スプリンクラーアラーム弁 設備工事

収容設備工事移動式粉末消火設備

ＬＥＤ　２４Ｖ　防雨型表　示　灯

非　常　放　送　ア　ン　プ 非常放送工事

中　央　監　視　盤 中央監視盤工事

オ ー ト ド ア 制 御 盤 建築工事

エ レ ベ ー タ ー 制 御 盤 エレベーター工事

入 退 出 管 理 制 御 盤 建築工事入退

ダ　ク　ト　消　火 設備工事

排煙口開放用　モーター復帰式自　動　開　放　装　置 ＤＣ２４Ｖ　０．４Ａ以下　空調工事

手　動　開　放　装　置 電気式 ＤＣ２４Ｖ　１５ｍＡ以下　空調工事

設備工事排　煙　機　制　御　盤

火災通報専用電話機 火災通報装置用子機

立上り、引下げ、素通し

プ　ル　ボ　ッ　ク　ス

配　管　配　線

配　管　配　線

配　管　配　線

配　管　配　線

配　管　配　線

　：防水型

床いんぺい

天井いんぺい

ケーブル線

露出

警 戒 区 域 境 界 線

警　戒　区　域　番　号 棟別フロア番号

発　信　機　番　号 棟別フロア番号

スプリンクラー用ア ラ ー ム 弁 番 号 フロア番号

表　示　回　路　番　号 ダクト消火用 フロア番号

排煙口、排煙ダンパー用制　御　回　路　番　号 フロア番号

連動切替スイッチ内蔵、ＣＵＤＯ認定品、増設電源装置併設

消防機関，関係者宅　１０ヶ所（ＭＡＸ）　通報用
火　災　通　報　装　置

機　器　収　容　箱 補助散水栓箱組込型 収容

機　器　収　容　箱 補助散水栓箱組込型 収容

内  容

・諸表示部

合　計

予　備

合　計

中央監視盤移報用

火災通報装置移報用

予　備

１０

０

Ｌ

Ｌ

回  線

３０Ｌ

１

７Ｌ

Ｌ

９Ｌ

内  容

非常放送移報用

・信号変換部

回  線

１２Ｌ

入退出管理制御盤移報用 １Ｌ

ＳＰポンプ運転

ＳＰ呼水槽減水

ＳＰポンプ故障

Ｌ１

Ｌ

Ｌ

１

１

ＳＰ補助加圧ポンプ故障 Ｌ１

排煙機運転

Ｌ３

３Ｌ

排煙機故障

インターホン子機消防隊専用通話装置

　９）守衛室、ＰＨ２Ｆヘリポートに消防隊専用通話装置を設置し２ヶ所相互の通話を行う。

Ａ印　……　立体駐車場棟

無印　……　病院棟

１０）棟別記号は下記の通り。

１１）防災監視盤より排煙口開放確認時に排煙機制御盤へ起動信号（有電圧ａ接点ＤＣ２４Ｖ）

を供給し、同盤より確認信号（運転表示）及び故障信号を受けるものとする。

・型式　　　　　　　　－光電アナログ式スポット型感知器

煙濃度１７％／ｍ：防排煙設備連動（３種相当）

※５．２％／ｍ～１７％／ｍの範囲内で火災感度変更が可能

煙濃度５．２％／ｍ：注意表示

煙濃度１０％／ｍ：火災表示（２種相当）

・イオン領域検出型

・自動試験機能付

・発報レベル

・自動汚れ感度補正機能付

１２）　　　　 の仕様は下記の通り。

　　　以下の工事区分はエレベーター工事とする。

　　　・ＥＬＶ連動停止用スイッチ（スイッチ、取り付け、結線、試験）

　　　・注意喚起シール（シール、貼り付け）

１５）煙感知器用点検ボックス（ＥＬＶ昇降路用）の設置において、

１６）感知器取付け用吊り金具および金具取付工事までは別途電気工事とする。

１７）特記なき配管配線は下記の通りとする。

ＧＣ１００Ｖ，ＥＤ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ

ＥＭ－ＡＥ　０．９－　２Ｃ

ＥＭ－ＡＥ　０．９－　４Ｃ

ＥＭ－ＡＥ　０．９－　２Ｃ

ＥＭ－ＡＥ　０．９－　４Ｃ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｐ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｐ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｐ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｐ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　５Ｐ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－１０Ｐ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　４Ｃ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｐ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ

Ｄ ……

Ｂ ……

Ｃ ……

Ａ ……

Ｅ ……

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　５Ｐ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　５Ｐ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ

ＡＤ ＡＤ

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ２２）

（ＰＦ２２）

（ＰＦ２２）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ２８）

（ＰＦ２２）

（ＰＦ２２）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ１６）

（中央監視盤経由）

遠　隔

設備名

　８）連動関係表

空調機

排煙機

排煙口

自火報信号により停止

排煙口開放時に起動

自火報

連動及び制御

専用感知器

連動感知器

起動

表　示

復帰 作動 復帰

※モーター復帰式の起動はソレノイド式、復帰はモーター式とし、復帰表示は作動表示灯の消灯による。

特　記

　１）防災監視盤の仕様は下記の通り。

・壁掛型

ＰＡ感知器の煙濃度又は、温度の現在値を表示する。

・アドレス数　　　　－５１０アドレス（２５５アドレス×２系統）

・光警報装置対応　　－地区音響と区別して、制御（一斉警報や種別連動停止）が可能

・連動停止機能　　　－種別・棟別・エリア別・個別単位で設定可能（最大５０個）

又ＳＣＩ中継器を伝送線上に複数接続することで、短絡検出時に通信不可エリアの局所化が可能

・端末伝送バックアップ機能 －伝送線をループ化し，断線しても未警戒を無くすことが可能

・連動遮断機能　　　－動作済みの中継器出力を停止可能

　　メッセージ表示　バックライト付カラー液晶パネル（１５型）

　　表示色　　　　　１６１９万色

軽微な工事でのアナログ式感知器のデータ設定変更が画面上（タッチパネル）で修正操作可能

・感度切替機能（ブロック設定、個別設定及びスケジュール運行）

アナログ感知器の煙濃度又は、温度をグラフ表示する。

・データ変更機能

・音声による操作ガイダンス機能及び取扱説明機能（液晶の二次元コードからＨＰへリンク）

・操作手順表示機能

・火災性状判断機能

・モニタリング機能

・履歴機能

・任意月間履歴表示（最小～最大／日）

ロ）　月間履歴表示（最小～最大／日）

イ）　過去１０分間、発報後５分間のアナログモニタグラフ表示

・最新１２，０００報（操作、注意表示又は火災）

＜ソフトウエア仕様＞

・イーサネット移報　－Ｅｔｈｅｒｎｅｔ（防災表示装置接続用）

ガス漏れ代表　　　：無電圧　ｃ接点１点

火災代表　　　　　：無電圧　ｃ接点２点

発信機代表　　　　：無電圧　ａ接点１点

・操作　　　　　　　－バックライト付カラー液晶タッチパネル方式＋ハードスイッチ

　　防排煙・ガス漏れ・諸警報・他

　　表示内容　　　　火災（注意表示含む）

　　表示文字　　　　ＪＩＳ第１、２水準

・表示器

・種別　　　　　　　－ＧＲ型受信機（アナログ式、自動試験機能付）

・シリアル移報　　　－ＲＳ－４８５（Ｒ型表示盤用他）

・移報・移報

・入力　　　　　　　－Ｐ入力（無電圧　ａ接点）×１０点

・主音響　　　　　　－スピーカ（音声合声方式）

・予備電源　　　　　－ＤＣ２４Ｖ　　　　Ｎｉ－ｃｄ蓄電池

・主電源　　　　　　－ＧＣ１００Ｖ　５０／６０Ｈｚ

諸表示部　　　　１０回線

・プリンタ　　　　　－漢字プリンタ（内蔵タイプ）

・受信機からの一括データ変更（分散処理盤でのデータ変更作業が不要）

・確認マスクスケジュール機能（確認マスクの自動設定/解除が可能）

・スイッチ操作無効機能

＜ハードウエア仕様＞

ａ）火災受信盤

・画面コピー機能（内蔵プリンタにて出力可）

各種任意代表　　　：無電圧　ｃ接点１３点

各種任意　　　　　：無電圧　ａ接点１５点

・組込品

・接点移報　　　　　－無電圧　ａ接点×１５点（ＤＣ３０Ｖ，１Ａ）

・組込ソフトウエア

・地図表示機能最大５０パターン

機　器　収　容　箱 補助散水栓箱組込型　専用栓併設 収容

機　器　収　容　箱 専用栓箱組込型 収容

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｐ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｐ （ＰＦ２２）

Ｄ
ＮＯ 制　御　回　路　番　号制　御　回　路　番　号 防火戸用 フロア番号

連　動　回　路　番　号 防排煙連動用感知器用 フロア番号

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ （ＰＦ１６）

ＦＳＭ－１

ＦＳＭ－２

排煙機
排煙口

１Ｆ

排 煙 機 連 動 表

２Ｆ ３Ｆ ４Ｆ

５～１０

１～４ ３～６・１０

１・２

５～９

１～４

ＦＳＭ－３

１～４

７～９ １０～１５

１

防排煙制御システム表

階

２ １

４ １

２

１

２

防火戸・シャッター Ｌ６ ＡＤ３

防火戸・シャッター

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　４Ｃ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　４Ｃ （Ｇ１６）

・自動試験機能付

・種別　　　　　　　　－１種７０℃

・型式　　　　　　　　－定温式スポット型感知器

１３）　　  の仕様は下記の通り。

・配管接続部分に専用耐圧防爆型ケーブルグランドを本工事で見込むこと　

　又、ケーブルグランドパッキンの適合ケーブル範囲（Φ）に合わせ配線は４Ｃとする。　

特記参照

表　示　灯 ＬＥＤ　２４Ｖ　薄型

定温式スポット型感知器 防爆型

差動式スポット型感知器 ２種

専　用　終　端　器

補助散水栓用　ＧＣ２００Ｖ／２４Ｖ　７０ＶＡ　ＳＰポンプ制御盤組込　表 示 灯 電 源 装 置

スプリンクラー補助加圧ポンプ制御盤 設備工事

光電式スポット型感知器 ３種 Ｐ型自動試験機能付

自　動　閉　鎖　装　置 防火戸閉鎖用　ラッチ式　　ＤＣ２４Ｖ　０．１Ａ

ジョイントボックス

シーリングフィッチング コンパウンド充填

伝送信号

断線

伝送信号

ｏｒ

伝送信号

断線時通常時

伝送信号

：伝送線（バックアップ配線）

：伝送線

：中継器盤

ｏｒ

：防災分散処理盤

：ＧＲ型受信機

　　端末（一部を除く）は正常に動作します。

２）断線時でも、バックアップ配線により伝送信号が送られ、

　解説

１）ＧＲ型受信機又は分散処理盤から中継器盤間の配線をループ配線にする。

　中継器盤間端末伝送バックアップ機能概念図

連動感知器

ＮＯ

防火戸
Ｄ
ＮＯ

動　力　制　御　盤

危 害 防 止 用 連 動 中 継 器

動力設備工事

防火シャッター用　 ＤＣ２４Ｃ　０．４Ａ以下　建築工事ＳＳ

受変電ＱＢ １Ｌ

動力制御盤 火災一括信号 ４１ 中継器盤

１）危害防止用連動中継器の取り付けは建築（シャッター）工事とし、当該中継器への常用電源

　　ＡＣ１００Ｖ供給は別途電気工事とする。

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｃ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｃ （ＰＦ１６）ＳＳ ＳＳ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ （ＰＦ１６）

２ １

防火シャッター
ＳＳ
ＮＯ

１ １，２１

受　変　電　Ｑ　Ｂ 受変電設備工事

動力制御盤 ４Ｌ

受変電ＱＢ 火災一括信号 １ １ 中継器盤

差動式スポット型感知器 ２種　防水型　防塵パッキン付 Ｐ型自動試験機能付

１１

制　御　回　路　番　号 防煙ダンパー用 フロア番号

自　動　閉　鎖　装　置 防煙ダンパー閉鎖用モーター復帰式 ＤＣ２４Ｖ　０．４Ａ以下　空調工事

防煙ダンパー
ＡＤ２５

Ｌ

　　　ＡＣ１００Ｖ供給は別途電気工事とする。

１４）危害防止用連動中継器の取り付けは建築（シャッター）工事とし、当該中継器への常用電源

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｐ ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｐ （ＰＦ２２）

中 継 器 盤 点 数 表

系統
番号

中継
器盤
名称

　　機器種類
自火報 防排煙 移報 監視

短絡部
切離用
中継器

（ＳＣＩ）

中継器盤
アドレス

合計

自火報

アドレス
小計

アドレス
合計

制御線
短絡部
切離用
中継器

盤寸法
（Ｈ×Ｗ×Ｄ）

火報用 復帰あり 復帰無し 排煙機
オートドア

制御盤
動力

制御盤
ＥＬＶ
制御盤

受変電
QB

排煙機 消火 直流
電源装置
電源断

アドレス付
発信機

自動試験機能付

回線数
アドレス数

ＰA感知器
排煙口

防煙
ダンパー

防火戸
シャッター

起動 運転 故障
ＳＰ

アラーム
ポンプ
表示

ダクト
消火

アナログ
煙感知器

アドレス付
防爆感知器自火報 連動用

1 Ｒ－１

回線数

ピット 1

13

9

27

33

2

２０００×６００×３００

１Ｆ 9 1 4 2 4 4 1 4 2 2 4

免震階 1

アドレス数 3 2 1 2 1 2 2 4 10

回線数 駐車場棟１Ｆ 8 2
3

3
6 0

アドレス数 2 1 3

2

Ｒ－２
回線数 ２Ｆ 9 2 10 5 2 6 1 1 1 1

17
6

23

136

2 ２０００×６００×３００
アドレス数 3 8 1 2 1 1 1 6

Ｒ－３
回線数 ３Ｆ 7 9 4 1 1 1

12
6 34

52 1 １３００×６００×１６０
アドレス数 2 7 1 1 1 6 34

Ｒ－４
回線数

４Ｆ 8 2 14 2 2 5 1 1 1

22

6 31

61 3 ２０００×６００×３００
ＰＨ１Ｆ 1 3 2 1 3 3 1 1 1

ＰＨ２Ｆ 3 1 1 1

アドレス数 4 8 1 1 3 2 1 2 8 31

合計
回線数合計 45 5 37 11 6 3 15 4 4 1 3 3 6 4 2 2 10

67 27 65 10 169 169 8
アドレス数合計 14 25 3 1 7 2 4 2 2 7

新有田市立病院建設工事（本体工事）

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

山本　篤史

（設備設計一級建築士　第5999号）
（一級建築士　　登録第361974号）

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

矢口　正宏

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）

新病院　火災報知設備 -

-

Ｅ－２２０１
A1:

A3:（自動火災報知・自動閉鎖）　

凡例、特記、点数表

防塵ダンパー

２６３

１１

Ｐ

Ｇ 光電式スポット型感知器

光電式スポット型感知器 ２種　防塵パッキン付

２種　シールド保護カバー付　Ｄ種接地（別途電気工事） Ｐ型自動試験機能付

Ｐ型自動試験機能付

赤瀬 啓
矩形

赤瀬 啓
矩形

赤瀬 啓
矩形

赤瀬 啓
矩形

赤瀬 啓
タイプライター
別添資料12

赤瀬 啓
タイプライター
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　幹　　線　　系　　統　　図

系統線＋制御線系統 ……

制御線

消防隊専用通話装置線

制御 ……

ＩＮＴ　　 ……

表示盤線表盤 ……

火災通報装置用子機線火通 ……

ＧＣ１００Ｖ，ＥＤ

伝送線（バックアップ配線）ＢＵ ……

余長２ｍ

Ａ Ａ

Ａ

ＤＤ ＤＤ

ＤＤ

Ｄ（Ｇ２２）Ｄ（Ｇ２２）

Ｅ×２：防排水

＝系統Ｅ

＝系統Ｅ

＝系統Ｅ

＝火通

＝表盤

Ｄ

Ｄ

＝表盤Ｄ

＝火報Ｄ

自動火災報知設備線火報 ……

防排煙設備線防排 ……

＝火報Ｄ

＝防排Ｅ

ケーブルラック

Ａ Ｄ Ｅ

＝系統Ｅ×２

＝火通

＝表盤

Ｅ

Ｄ

立体駐車場棟

（床上露出配管） （床上露出配管）

Ｂ Ｄ

Ｄ

Ｄ（Ｇ２２）

（床上露出配管）

Ａ（Ｇ１６）

（床上露出配管）

ＩＮＴ＝

＝火通Ｅ

＝火通Ｅ

Ｄ ＩＮＴ＝

Ｄ

Ｅ

＝ＢＵＡ

＝ＢＵＡ
＝ＢＵＡ×２

＝ＢＵＡ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｅ

Ａ（Ｇ１６）

（１Ｆ天井面露出配管）

Ｅ Ａ

Ｅ

Ａ

Ｄ

Ｄ

ＤＤＤＤＤＤ

ＤＤＤＤ

ＤＤＤＤＤＤ

Ｄ（Ｇ２２）ＤＤＤ

Ａ

Ｄ

Ｄ

Ｅ

Ｂ ……

Ｄ ……

Ｃ ……

Ｅ ……

Ａ ……

（ＰＦ２８）

（ＰＦ１６）

（ＰＦ２２）

（ＰＦ２２）

（ＰＦ１６）

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　５Ｐ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－１０Ｐ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　４Ｃ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　３Ｐ

ＥＭ－ＨＰ　１．２－　２Ｃ

病院棟

Ｅ（Ｇ２８）

Ｄ

ＤＤ

＝制御Ｅ

＝系統Ｅ×２

＝ＢＵＡ×２

＝系統Ｅ

＝ＢＵＡ

余長２ｍ

余長２ｍ

ＩＮＴ＝

Ａ

Ａ

Ａ Ａ

Ａ

Ａ

テスト弁用

Ｄ（Ｇ２２）

（床上露出配管）

Ｅ

Ｅ（Ｇ２８）

Ａ

Ａ
合併浄化槽設備機械室等

Ｒ－１

１ ９
ＳＰ

１ １ ４

Ｒ－２

１ ９
ＳＰ

１ １ １１

Ｒ－３

１ ６
ＳＰ

１ １ １０
階段

１

ＡＤ

×４

×４

ＥＬＶ

１ ２

ＡＤ

×６

スタッフステーション スタッフステーション

１ ２

１ ２ ３１ ２ ３

１ ２ ３
×４

４ ５ ６

１ ２ ３ ４

１ ２ ３ ４ ５ ６

８ ３ ７

１
１

４

５ ６

１
１

１

※１

※１

Ｒ－４

１ ７
ＳＰ

１ １ １５

ＣＰＵ入退

１

１
階段

２

ＥＬＶ

２

ＥＬＶ

１

スタッフステーション
×２

１

ＳＰ

１

１

ＳＰ

１

ＡＤ

×５

１ ２
１ ２

ＦＳＭ－１ ＦＳＭ－２ ＦＳＭ－３

（露出配管）

Ｄ（Ｇ２２）

（露出配管）

（露出配管）

Ａ（Ｇ１６）

（露出配管）

Ａ（Ｇ１６）

（露出配管）

Ａ（Ｇ１６）

Ｂ：移報

Ａ（Ｇ１６）

（床上露出配管）

Ａ

Ａ

２
１
ＳＳ

１

１
ＳＳ

２
ＳＳ

Ａ（Ｇ１６）

（床上露出配管）

１

５

１

４

１ ２

新有田市立病院建設工事（本体工事）

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

山本　篤史

（設備設計一級建築士　第5999号）
（一級建築士　　登録第361974号）

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

矢口　正宏

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）

新病院　火災報知設備 -

-

Ｅ－２２０２
A1:

A3:（自動火災報知・自動閉鎖）　

系統図

階

２

３

４

１ ２・３

３ １・２

４ ２・５

６ ４

７ ５

８ ５

１ １・２

６ ３・４

７ １・２

自火報

Ｎ０ Ｎ０

防煙ダンパー

防排煙制御システム表

赤瀬 啓
タイプライター
別添資料12

赤瀬 啓
タイプライター
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新有田市立病院建設工事（本体工事）

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

山本　篤史

（設備設計一級建築士　第5999号）
（一級建築士　　登録第361974号）

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

矢口　正宏

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）

1／300

1／150
Ｅ－２２０６

A1:

A3:

２階平面図

（自動火災報知・自動閉鎖）　

新病院　火災報知設備

入退

１

６

３

１

２

４

１０

ＳＰ
１

１
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新有田市立病院建設工事（本体工事）

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

山本　篤史

（設備設計一級建築士　第5999号）
（一級建築士　　登録第361974号）

【構造関係規定に関わる部分が適合する】

矢口　正宏

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）
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新病院　火災報知設備
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